上 

ちまた 

夏の 初、 月色 街に 満 つる 夜の 十 時 ごろ、 カラ コ 口と 

あずまげ た しば こんぴら しゃ 

鼻緒の ゆるそう な 吾妻 下駄の 音 高く、 芝 琴 平 社の 後の 

むすめ あかさ か 

お 濠ば た を 十八ば かりの 少女、 赤 坂の 方から 物案じ そ 

うに 首 をうな だれて 来る。 

くるまどめ く V むこう 

薄 闇い 狭い ぬけろ じの 車 止の 横木 を俛 つて、 彼方 

へ 出る と、 琴 平 社の 中 門の 通リ である。 道 幅 二 間ば か 

リの 寂しい 町で、 (産婆) と 書いた 軒燈が 二階 造の 家の 

つ い やみよ まっくら 

前に 点て いる 計りで、 暗夜なら 真 闇黒な 筋で ある。 そ 

で ± ハり 

れも 月の 十日と 二十日 は 琴 平の 縁日で、 中 門 を 出入す 



る 人の 多少 は 通る が、 実、 平常、 此 町に 用事の ある 者 

ゆきき 

でなければ 余リ 人の 往来し ない 所で ある。 

むすめ 

少女 はぬけろ じ を 出る や、 そっと 左右 を 見た。 月 は 

中天に 懸 ていて、 南から 北へ と 通った 此町を 隈なく 

照らして、 森と している。 人の 住んで 居ない 町 かと 思 

われる 程で、 少女が (産婆) の 軒燈の 前まで 来た 時、 

あかん ぼ 

其 一 一階で 赤 児の 泣 声が 微かに した。 少女 は 頭 を 上げて 

ちょっと 見上げた が、 其 儘す ぐ 一軒 置た 隣家の 二階に 

目 を 注いだ。 

隣家の 二階と いうの は、 見た 処、 極く 軒の 低い 家で、 

ちゅう まど 

下の 屋根と 上の 屋根との 間に、 一間の 中 窓が 窮屈 そ 



「何に、 少し は 風 を 通さない と 善くない のよ。 御用と 

いうの は 欠勤 届の ことでしょう、」 と 主人の 少女 は 額 

から 頰へ 垂れ かかる 髪 をうる さそう に 撫で あげながら 

少し 体 駆 を 前に 屈めて 小声で 言った。 

「ハ ァ、 あの 五 週間の 欠勤 届の 期限が 最早 きれた から 

何とか 為さらな いと In けない ッて、 平 岡さん が、 是非 

% L.i ^ W あ， 1 .1 こ 

今日 私に 貴姉の こと を 聞いて 呉れろ ッて、 …… 明朝 は 

私が 午前 出 だ もんだ から … … 」 

ほんと 

「成程そう です ねェ、 真実に 私 は 困まッ ちま ッ たね ェ、 

そんな 

五 週間！ もう 其 様になった ろうか、」 と 主人の 少女 

ためいき 

は 嘆息 をして、 「それで 平 岡さん が 何とか 言 つ て？」 



これ も 何 か 思い当る 処 あるら しく、 客なる 少女の 顔 を 

じっと見て、 又た 密と 傍の 寝床 を 見る と、 少年 は 両腕 

まく ふとん 

を 捲り 出した まま 能く 眠って いる、 其 手 を 静に臥 被の 

内に 入れて やった。 

おこつ- 、.. 

「 怒 ちゃ 善け ない ことよ」 と 客の 少女 は きまり悪る 

そうに 笑って 言 出し 兼ねてい る。 

「凡そ 知ッ ている のよ、 言て 御覧なさい、 怒り も 何も 

しないから。 お 可 笑な 位よ、」 と言う 主人の 少女の 顔 

は 羞恥そう な 笑のう ちに も 何となく 不穏のと ころが 見 

透かされた。 

「私の 口から 言い 悪く いけれ ど …… 貴姉 大概 解か つ て 



いましょう …… 」 

「私が 妾になる とか 成った とかいう 事なん でしよう ご 

と 言 つた 主人の 少女の 声 は 震え て 居た。 

下 

とうきょう でんわこう くわん きょく 

此 二人の 少女 は 共に 東京 電話 交換局 〔# ルビの 「と 

うきょう」 は 底本で は 「とうき やう 匕 の 交換手であって 

えとう ひで たが わ 

主人の 少女 は 江 藤お 秀 という、 客の 少女 は 田 川 〔#ル 

ビの 「たが わ」 は 底本で は 「たが は 匕 お 富と いい、 交換手 

として は 両人と も 老練の 方で あるが お 秀は局 を 勤める 



にも 弟 を 小学校に 出し 妹に 自分で 裁縫の 稽古 をして や 

さらえ み にたき 

り、 夜 は 弟の 復習 も 験て やらねば ならず、 炊事から 洗 

濯から 皆な 自分 一 人の 手で やって いた。 

も の だん，^ くらし 

其う ち 物価 は 次第 高くな り、 ぉ秀 三人の 暮は 益々 

困難に 成って 来た。 如何す るだろう と 内々 局の 朋輩 も 

噂して いた 程で あつたが、 ぉ秀は 顔に も 出さず、 何時 

まわ リ こざつ ぱリ みにく な リ 

も 身の 周囲 小 清潔と して 左まで 見悪い 衣装 もせず、 平 

気で 局に 通って いたから、 奇怪な ことのよ うに 朋輩 は 

思って 中には 今の 世間に 能く ある 例 を 引て 善くない 噂 

を 立てる 連中 も あ つ た。 

すると 一 月半ば かり 前から ぉ秀は 全然 局に 出な く 



なった。 初 は 一週間の 病気 届、 これ は 正規で 別に 診断 

書が ら ない、 其 次 は 診断書が 休て 五 週間の 欠勤。 其 

内 五 週間 も 経た、 ぉ秀は 出て 来ない のみならず、 欠勤 

届 すら 出さない。 いよいよ 江 藤さん は 妾に なった とい 

う 噂が 誰の 口から ともなく 起って、 朋輩の 者 皆ん な 

やかまし はい 

喧噪く 騒ぎ立てた、 遂に 係の 技手の 耳に 入った。 そこ 

ひらお か 

で 技手の 平 岡 〔# ルビの 「ひらお か」 は 底本で は 「ひら を 

ぁリ さま 

か 匕 は 田 川お 富に 頼んで、 ぉ秀の 現状 を 見届けた 上、 

局 を 退く とも 退かぬ とも 何とか 決めて 呉れろ と 伝言 さ 

したので ある。 お 富 は 朋輩の 中で もお 秀とは 能く 気の 

合て 親密し い 方で あるからで。 



やすん 

しかしお 秀が局 を 欠勤 〔# ルビの 「やすん」 は 底本で は 

「やす 匕 でから 後 も 一 一三 度 会つ て 多少 事情 を 知つ て 居 

る 故、 かの 怪しい 噂 は 信じなかった が、 此頃 になって、 

もしゃ 

或と いう 疑が 起ら なく もなかった。 というの もお 秀 

の 祖母と いう 人が 余り 心得の 善い 人で ない こと を 兼ね 

て 知ってい るからで。 

お 富 はお 秀の 様子 を 一 目 見て、 もう 殆ど 怪しい 疑惑 

は 晴れた が、 更らに 其 室のう ちの 有様 を 見て すっかり 

解かった。 

ぉ秀の 如何に 困って 居る か は 室のう ちの 様子で 能く 

解る。 兼ねて 此 部屋に は 戸棚と いう ものが 無い からお 



小，. 石 川から 来て 私に 妾に なれと 言わない ばかりな のよ、 

ガ ん がえ きもの 

あのお 前の 思案 一 つで お 梅 や 源 ちゃんに も 衣服が 着せ 

て やられて、 甘味 ものが 食べさされる ッて …… 」 

「それで 妾に なれって？」 お 富 は 眼眶を 袖で 摩って 丸 

い 眼 を 大きく して 言った。 

い、 はつ きり 

「否ェ 妾に なれって 明白と は 言わない けれど、 妾々 ッ 

て 世間で 大変 悪く言う が 芸者なん かと 比較る と 幾何い 

いか 知れない、 一人の 男 を 旦那に する の だからって… 

…まあ 何とい う 言葉でしょう …… 私 は ロ惜く つ て堪り 

ませんで したの。 矢 張 身 を 売る の は 同じ こと だと 言い 

きょうだ い 

ますと ね、 祖母さん や 同胞の ために 身 を 売る のが 何 



今 二人が 通り かける と、 戸が 少し 開て 居て、 内で 麵包 

つ く やき こうば 

を 製造って いる 処が 能く 見える。 其 焼た ての 香し い 

香 が 戸外 ま で ぷ ん ぷ ん する。 其 焼く 手際が 見て いて 

面白い ほどの 上手で ある。 二人 は 一寸と 立てみ ていた、 

「お i< 味そう ねェ」 とお 富 は 笑って 言った。 

「明朝の を 今 製造え るので しょうね ェ」 とお 秀も 笑う 

て 行， 」 、つと する、 

「ちょっと 御 待ちな さいよ」 とお 富 は 止めて、 戸外 か 

ら、 

「その 麵包を 少し 下さいな ご 

三十 計りの 男と 十五 位な 娘と が頻に i ていたが、 



十二時 前で あるから 彼方此方、 人の ゆききが ある。 月 

はさ やかに 照て、 ぉ壕の 水の 上 は 霞んで いる。 

あした 

「左様なら、 又た 明日。 お寝み なさい、 源ち やん 御大 

事に ご お 富 はしと やかに 辞儀して 去こうと した。 

I つかさん 

「どうも 色々 有難う 御座いました。 お 母上に も 宜しく 

…… それで は 明日 ご 

しばらく 

二人 は 分れん として 暫時、 立 止った。 

「あ ァ、 明日お が になる 時、 お 花 を 少し 持て 来て 下さ 

いません か、 何んでも 宜 いの。 仏様に あげたい から」 

とお 秀は 云い 悪く そうに 言った。 

え ど ギ. I く さい もつ 

「此頃 は 江戸 菊が 大変よ く 咲て いるの よ、 江戸 菊 を 持 



て 来ましょう ねェご とお 富 は 首 を ちょっと 傾げて 二 

n リと 笑って。 

「貴姉の 処に 鈴虫が 居て？」 

「否 ェ、 どうして？」 

「梅 ちゃんの 鈴虫が 此頃 大変 鳴かない ようになって、 

何だか 死にそう ですから、 どうしたら 宜 いかと 思 つ 

て。」 

「そう、 胡瓜 を やって？」 

「ハ ァ、 それで 死にそう なのよ」 

と 言って る処 へ、 巡査が 通り 掛 つて 二人の 様子 を怪 

しそうに 見て 去った。 二人 は 驚いて、 



「左様なら …… 」 

「左様なら …… 急いでお 帰ん なさい よ …… ご 

お 富 は カラ コ ロカ ラコ 口と 赤 坂の 方へ 帰つ て ゆく、 

ぉ秀 はじつ と 其 後 影 を 見送て 立て 居た。 (完) 

(発表 年月 不詳 「濤 声」 より) 
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